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勘
經
濟
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經
瞥
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：

第
i
 

げ

ん

ビ

す

る

傾

^
.

が

®

だ

大

で

あ
 

>

、其
.中に
は
社
會
化

さ

る

る

も
の
も
®
や
ぐ
大 

到
つ

.

た
。
け
れ
ご
も
大
多
數
の

.

產
業
に
は
大
經
營
に
ょ
つ
て
は
能
率

s

 

K

的
及
び 

を

舉

げ

得

な
い
も
の
が
あ
る
。
之
等
は
提
く
小
經
營
ヾ

」

し
て
北
爻
る
。
而
し
ょ
し 

業
が
大
經
營

V

な
つ
て
も
又
之
が
社
#
化
さ
れ
從
つ
て
經
濟
社
會
に
於
け
る
交
換 

少
し
て
も
凡
て

.

0-
康

業

が

..，悉

く

S
營

經

濟

の

股

础

に

よ

る

社

#
は

成

立

し

^
な

い

る
：。
：：

此
等
の
個
々
の
大
經
營
は 

合
理
化
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
 

"

吾
人
は
終
り
.に
臨
み
市
埸
經 

の
で
な
い
こ

，、し
を
一
宵
す
る
。

絍
在
は
常

| :

办

論

文

|:
於 

句
^
用
ひ
た
る
時
は
此
旨
か 

に
は
之

I :

ょ
つ
て
.他人
の
說 

U

旅
行
後
數

n

fi
i

j

に
起
..
草の 

れ
f e

學
#

の

' ;

說
を

.

一.

1.

檢
聚 

述
し
r :
o

他
人
：の

^

と
文
牮

I;

後
日

：； =

•ハ̂

Kfr

を
か
に
ろ

ニ

〇 

士
な
る
に

經
濟
的
に) 

個
々
の
產 

の
範
圓
縮 

も
の
で
あ

#

る
限
度
に
业
ま
り
て
、

而
し

て
：市
：場
經
濟
の
原
則
に
ょ
.つ
て

.

 

..... 

.

 

>

濟

を

:»
*
し
；其
永
續
を
信
ず
る
も
、資
本
主
義
を
謳
歌
す
る
も

て
グ

A
パ？
ル

ト

敎

授

も
云

へ

る
如
く
他
人
の
思
想
又
ば
他
人
の
文

釓
し
て
、成
る
可
く
他
人
の
勞
を
私

し

せ
ん
こ

ゴ

か

避
け

t :
。

又一

€ 
■ 

f
h
.
己
の
希
の
分
界

^

明
か

|:

せ
ん
こ
と

I:

努
め
/:
。

抬
本
命
文

必
畏

!:
迪
ら
れ
其
間

家
族

U

急
病
わ
り
て
人
院
す
る
わ
リ
、か
れ
こ

し

て

之

な

W
記

す

る

の

暇

-r
I
く
、金

然

自

已

の

記

惊

と

技

萃

に

r
m

し
て
玆

I:

明
か
に
せ
ざ
る
も
の
は
之
か
他
の
機
會

|:

讓
づ

り
、以

C 

:
i
を
附
記
す
。
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I
I班
の

說

明

',
(

.

ノ

 

V

:」

' 

高，木
壽
一

英
國
讓
革
命
史
に
關
す
る
近
年
の
著
作
中
最
も
傑
れ
た
る
も
の
と
し
て
は
、

K

雪

H

 

H
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e
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2
1

)

を

鉍

ぐ

べ

き

バ

)
o

ノ
ー
ル
ス
敎
授
は

 

一̂

八
九
年
フ
ラ
ン
ス
大
革
命
ょ
々

|

九
一
四
年
歐
洲
大
戦
の
勃
■
ま
で
を
以
て
第
十
九
世
紀
を 

な
1
も
：の
ど
見
做
し

"

：此
時
代
を
以
て
、
自
由
平
等
博
愛
の
フ
ラ
ン
ス
箪
命
の
见
想
？
英
國
の
機
械
生
產
の
技
術
と 

の
F

t :

ミ̂
'

す

玆

; ^

治
：の
: #

第
ニ
篇

^

.

1

7

-
ぶ

ぶ

る

所

の

ノ 

I

ル
ス
敎
授
の
說
明
に
據

-
O

N

て
英
阈
產
業
革 

V
:

命
史
中

"

殊
に
英
國
；に
最
も
早

 

<

 

機
械
生
產
0
發
生
し
れ
る
事
情
，
エ
場
工
業
制
度
が
英
國

H

業
生
產
の
主
要
形
態 

.

^

な
る
} (
:

到
る
ま
で
の
經
過
の
大
婴
を
述
べ
ん

^

す
る
も
の
な
ぅ
0

:

へ

歐
J

歹
如
諸
國

.

の
產

I *

化
は
第
十
九
世
紀
の
講
特
徵
の

|

を
な
す
も
の

.

に
し
て
、

*

，
基
® ;6

勢
力
の

.

殊
に
重
刍
5: 

な
す
は
實
に
此
方
而
に
存
ず
。，着

の

諸

丨

の

雷

は

農
 

進
ん
で
全
世
界
を
一 

の

密

接

な

る

經

濟

的

關

係

の

裡

に

す

に

與

宅

ヵ

ぁ
.C

V。
，

而
し
て
第
十
九
世
紀
の
，エ
5

蓮

上

の

革

命

は
I

第

十

九

卷

a

三
：

4

九)

.

英
國
鹿
粱
苹
命
史
一
班
の
說s
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九
號 
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二
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:

準九卷
(

5

六
8

隨
囊
取
命
史

5

.

の
說
明

 

0
0
 

ニ
ニ

 

X
V孑
^
鐵
ョ
に
:>
:

^
の
^

ヵ̂
R
據
る
.も
の
に
し
て
、
英
國
が
第
+
八
世
紀
に
先
づ
水
力
を
動
力
ざ
し
て
M
み
、
然 

ろ
後
次
仳
亂
に
於
セ
蒸
氣
ヵ
に
*

$

て
自
國
の
丁
業
を
組
織
す
る
.や
妓
に
新
，な
る
前
途
ば
拓
か
れ
た
り
0

蒸
氣
機
關 

.

. 
>

革
命
的
影
#

を
有
し
た
る
理
也
は
贫
候
地
勢
を
婦
れ
.て
極
め
て
多
秫
の
目
的
に
用
ひ
：ら
れ
得
ベ
き
動
力
を
供
输
し 

た
る
.點
に
ぁ
b
。
而
も
蒸
氣
カ
を
得
る
-(
:
は
石
炭
を
要
す
る
を
以
て
各
_

と
も
石
炭
の
火
需
要
を
喚
起
す
る
こ
ミ
、 

なれり第十八世

_

の
.英
國
に
|於
て
は
布
炭
の
使
用
は
狹
さ
範
圍
に
限
ら
れ
|
七
〇
〇
年
に
は
ニ
西
與
噸
餘 

一
b
 

W
C

年
忙
は
約
四
西
五
十
萬
乃
室
五
亩
萬
噸
を
淹
出
せ
し
に
す
ぎ
ず
。
，英
國
以
外
に
て
は
殆
ざ
：石
炭
を
用
ひ
ず
し
て 

通
常
家
庭
の
燃
料
は
芝
草
、
薪
、
木
炭
の
類
な
り
し
が
、
次
世
紀
に
到
i

て
は
石
炭
は
.動
力
と
し
て
家
庭
燃
料V」

し 

て
必
須
の
も
の
と
な
り
.フ
之
を
有
せ
ざ
る
國
々
は
輸
入
に
す
ら
も
仰
ぐ
べ
き
こ
^

、
な

れ

多

。石
炭
^

燃
料
^

し
で 

用
ひ
ら
る
る
妃
到
つ
て
、
前
に
農
村
の
荒
*
地
ど
し
て
保
存
せ
ら
れ
た
る
地
域
は
耕
作
地
に
變
じ
玆
に
襄
業
上
の
ま 

命
を
も
招
致
せ
り
。
石
炭
使
用
の
發
逄
は
農
業
の
變
化
.ど
密
接
の
關
係
ぁ
れ
ざ
も
、
動
力
其
他
に
用
ひ
ら
る
る
を
以 

て
了
業
上
の
^

命
ビ
も
密
接
の
關
係
に
ぁ
る
こ
ど
元
ょ
办
明
な
り
0

加
ふ
る
.に
新
動
ヵ
？
し
て
の
蒗
氣
ヵ
は
新
に
鐡 

の
需
架
を
喚
趄
せ
令
？
蓋
し
木
材
を
以
て
し
て
は
新
動
ヵ
の
緊
張
に
堪
ゆ
る
の
ヵ
な
さ
を
以
て
機
械
を
鏹
^
て
造
る 

を
要
し
、

.鐡
製
機
槭
製
造
の
エ
場
を
往
じ
た
る
に
山
る
。
其
結
果
は
更
に
石
炭
需
耍
の
增
加
を
生
す
。
水
力
が
工
業 

の
主
要
動
力
^

し
て
用
3

ら
る
る
間
は
エ
場
は
必
す
溪
流
に
沿
ひ
又
は
瀑
布
に
近
く
設
け
ら
れ
各
地
に
散
在
す
る
を 

以
て
農
村
«

性
«(

を
有
す
る
の
倾
き
ぁ
れ
グ」

も
。
蒸
氣
ヵ
を
®

力
ど
し
て
採
用
す
る
場
合
に
は
,1

布
溪
«
の
夺
す
る 

地
方
に
限
ら
れ
ず
、H

業
は
石
炭
雷
要
.の
增
加
i

^

k
炭
坑
地
及
び
其
附
近
k

、
E

に
進
ん
で
鐵
產
地
及
び
#
附
近

伤

令I

七
五
〇
年
に
於
て
は
英
國
南
部
は
最
名
富
裕
0
地
方
に
し
て
、
又

2
0
I
F
3良
I

の
來
艰
f
H
、
览 

國
®
部
は
、i

H
業
地
を
な
し
、

一

七
P
O
部
に
人
口
最
も
稠
密
？
 

Middlesex, 

S
o
m
e
r
s
e
t
f

 

Q
g -
*
^
s
t
e
r
J 

き

I
 N

o
l
l
B
s
h
i
r
e
:

の
五
州
S
稱
せ
ら
れ
f

。
北
部
S

方

は

瘦

亲

毛

の

地

に

し

てL
a
n
l
r
e

 

に
微
々
2

木
¥

業
ぁ
\

i

s

も
のw

し
て
はY

o
r
k
s
h
i
r
e

の
霊
の
途
上
に
ぁ
る
羊
毛

X
書

み

を

見

た 

'

然

る

にI

八

O

S
ま
で
の
問
にL

a
n
c
a
s
h
i
r
e

及
び 
一Yo

r
k
s
h
i
r
e

西
部
地
方
は
人
口
著
し
ぐ
增
加
し
、
f

、 

口
秘
密
な
る
歷

の

ー

叶

S

へ
ら
れ
、其
他
石
炭
鐵
の
發
®

に
ょ
I

人

口

增
加
せ

る

Warwickshire 

め
ニ
外
どM

i
d
d
l
e
s
e
x

を
以
て
常
時
の
英
_
の
最
も
人
口
稠
密
な
る
五
州
を
な
す
•に
到
れ
か
。
英
_
東
南
地
方
、
西 

厗
地
；

f
s
o

^
^ 4
#
丁
^

地
方
は
^
較
的
重
要
の
度
を
減
じLeeds, Huddersfield

專
は
^
國
西
郎
地
，ァ> 

- 

&て
 ̂

S

業
I

要
中
心
地
と
み
今
I

I

は

N
o
r
w
i
c
h

 

S

 

多
の
新
都
會
の
發
生
を
見
る

こ
i

、
な
れ
-

C
N。

而
し
て
所
謂「

產
業
革
命

」

S

ベ
；て
相
互
聯
繁
せ
i

ハ
種
の
發
屢
化
ょ
り
成
る
も
Q

f

。
其
一
は
機
械
製
ミ

業

銮

變

し

て

、
例
令
簾
機
關
の
製
造
修
理
、
織
物
工
業

機

械

，

炭

坑

石
炭
.
引

上
機
^
機

械

製

.耘

f

烫

1

 

堪
等
の
製
造
に
機
械
を
必
要
ど
し
？

も
第
十
八
世
組
中
葉
以
前
に
、
？

て

は

機

械

？

し

て

は

唯

1|
水
；

^
:
" 

鐵
f

し
て
は
锻
遠
t

Q
み
f

。
從

て

熟

練

修

I

f

ベ
か
I

t

 

様
な
，

而
も
篇
製
業
は
先
づ
製
鏹
を
要

1

を

以
て
、
製
簾
に
於
け
る
苯
命
は

機

械

に

先

立

つ

て
生

ず

、、

き
第
二
の
變
化
f

。

一
 

七
，I

年
以
前
に
は
、
英
國
、N

ラV
K

と

も

运

鐵

？

し
て
は
鐵
鑛
s

i

す
る
木 

材
を
得
る
.2

1

1

搬
I

f

避
け
ん
I

?

が
s

x

l

s

f

l
し
？

小
規
模
の
火
爐

' 

.

笫

十

九
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三
六
こ
英
國
疆
革
命
皮

5

の
說
.明 

,

!

第

九

號

.1

r
I
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饿

十

九

卷

C
I

三
六
ニ)

英
阖
度
業
苹
命

_

史
.一
斑
の
說
明 

第
九
，號

こ

四

あ
り
し
の
み
。
_若
し
蒸
氣
機
關
機
械
其
他
工
場
施
設
.の
た
め
鐡
の
大
需
要
の
存
せ
ざ
う
し
ざ
せ
ば
製
_
業
の
集
中
も 

大
規
模
の
製
鐡
エ
場
も
起
も
ざ
る
.べ
；さ
な
{
。
，第
三
の
も
の
は
、
水
カ
或
は
蒸
氣
カ
に
よ
み
て
動
か
さ
る
る
機
械
的 

方
法
,
繊
維
工
業
^
適
相
せ
：ら
れ
た
，る
時
に
生
じ
た
る
.も
の
に
し
て
先
づ
紡
■
に
始
ま
&
織
絲
の
餘
剩
を
生
じ
、
此 

,
織
絲
利
用
0.
た
め
に
織
布
機
槭
採
用
さ
れ
た
り
。
發
明
は
木
綿
エ
業
に
發
し
次
に
羊
毛
に
更
に
姐
麻
、
絹
工
業
に
及 

べ
り
。
敏
四
は
之
^

#
へ
る
®
!
!、
染
色
”
仕
上
、
捺
染
等
の
た
め
の
化
學
工
業
の
發
達
ざ
す
。
之
等
が
た
め
に
は 

機
械
エ
場
を
要
し
、
；：織
物
エ
業
は
其
機
槭
修
理
の
必
耍
に
因
う
鐵
エ
場
の
附
近
^
發
達
す
る
倾
向
極
め
て
著
し
&
5 : 

示
せ
う
。
總
べ
て
、
機
槭
製
造
"
:製
鐵
，
織
物
機
械
' \
化
學
エ
業
等
は
究
極
に
於
て
布
炭
を
必
要
ど
す
る
を
以
て
炭 

坑
：業
の
大
な
る
發
逄
は
產
業
革
命
；に
於
け
る
第
五
の
大
變
化V 」

す
。
燦
鑛
爐
R
よ
り
て
鐡
鑛
を
熔
解
し
て
銑
鐵w

な 

し
更
に
銑
鐵
を
嫁
解
し
て
機
械
製
作
の
所
要
形
態
ど
な
す
に
も
、
新
動
力
た
る
蒸
氣
カ
を
得
る
に
も
常
に
石
炭
の
必 

.

要
を
見
る
チ
さ
れV 」

機
械
工
に
よ
る
蒸
氣
機
關
の
發
明
製
造
め
う
て
坑
內
よ
{
水
を
排
出
す
る
こ
と
な
く
ば
炭
坑
よ 

.
: '

う
充
分
の
石
炭
を
得
雛
$
な
り
。
斯
く
之
等
各
稲
方
而
の
發
明
は
栩
互
に
依
存
せ
る
も
の
^
し
て
、
第
十
九
世
紀
に 

於
て
之
等
の
發
明
の
廣
ぐ
行
は
る
る
に
到
り
し
理
曲
は
:v
:
其
等
が
前
世
紀
に
於
て
旣
k
皆
備
は
り
て
相
a
に
^
用
し 

刺
戟
す
る
程
度
卩
到
達
し
席
た
る
の
事
賞
に
存
す
る
な
り
。
最
後
に
之
等
諸
產
業
の
發
達
に
相
應
せ
る
蓮
輸
交
^
機 

.
關
;0
發
達
あ
て
®
石
淡
地
方
に
集
合
せ
る
人
口
を
給
狻
す
ベ
さ
食
糧
輸
送
を
偎
に
し
、
各
禪
：工
場
所
要
の
大
最
の 

.
原
料
と
其
製
品
の
輸
送
配
給
を
可
能
な
ら
し
む
る
を
要
す
。
即
ち
第
十
九
世
龃
の
經
濟
的
發
逄
を
述
輸
交
通
機
關
の 

.

方
而
よ
り
«'
れ
ば
ニ
個
の
時
代
に
分
た
れ
、
第
一
期
は
道
路
、內
國
：水
路
の
改
良
進
^
の
時
期
k
當
り
®
ら
炭
坑
、鐡

期
は】

七
七
〇—

 

x
四
〇
年
。
第
二
期
は1

八
四
o
年
以
後
の…

、し
に
_
す
。
S 

し
て
以
丄
i

る
ぎ
の
，f

l

.業
上
の
變

化

は

f
早

名

謹

緩

急

は

あ

れ
w

i

l

l

こ

I

 

し

i

後」

：
ノ
ー

|

以
後
國
情
.に
よ 

り
。

f

 

'

f

t

ブ
k

&

國
丨
波
及
し
以
て
各
國
產
業
社
會
に
一
大
變
化
を
生
せ
し
む
る
こ
到

I

J

ィ
^
'身

屢

■

命
が
最
も
早
<
藝

に

現

出

し

た

る
■

如
可
。
 

-

i

. 

■ 

. 0
 

.

..

.

U

* 7
M
ン
I

隱
最
も
有
力
I

經
濟
的
勢
力
と
？

、
英
國
之
に
次
げ
。
。
フ
J

i

p

1 1 

.

u

h
a:
r
“

K

U

:

s

i

l

g

中
央
ァ
塞
南
ァ
メ 
,
力
を
加
へ
ん
こ

f

£

l

,

i

七
^

九
年

n

 

J

 

s

l

i

ハ
葛
の
人
口

 

S

し
、
大
規
模
生
產
に
よ

I

物
こ

I

、

、

-

陸

こ

々

よ
I

に
し
て
且
つ
|

2

民
地
蒼
を
有
し
、
^
洲
^

r
 

h

 

f

 
|

|

機

i

i

l

l

r

 

墓

ニ

五



一:

ノ
笫
十
九
锴
；c

r

l

l

六
四
ソ「

英
國
囊
眾
命
史
ー 

第

九

號

ニ

六
 

械
七
產
を

^

喪
ど
し
た
れ
ざ
も
，、『

1
.

千
六
苗
萬
人
を
有
す

$

フ̂

ン
ス
に

'

於
て
は

.

#

働
の
，供
給
豐
富
に
し
て

^

內
1

 

r

尨
的
生
產

 

'を
：行
ひ
得

^

^

^

,

云
：ふ
點
に
求
む
ベ
き
が
如
し
。
換
胃
す
れ
ば
四
千
萬
磙
，の
輸
出
入
質
易
じ
應
ず
る
に
フ 

ラ
ン
’ス
は
人
口
一 

一
千
六
西
离
を
擁
し

>

英
國
は
三
午
ー

1

否
萬
磅
の
外
國
賀
易
に
應
ず
る
に
人
ロ
九
百
萬
を
有
す
る
('
:

 

す
ぎ
铲
。

フ
ラ
ン
ス
：に
て

.

は
：

1

七
六
一
ー
年
農
村
エ
業

^

對
す
る
制
限
廢
止
後
、
家
內
工
業
に
基
く

 

H

業
生
產
の

^

速
' 

な
る
發
達
あ

6
た
れ

^

も
英
國
は
機
械
を
以
て
其
人
ロ
を
補
は
ざ
る
を
得
ざ
り
し
な
り
。

勤
が
大
鐵
產
國

ど
な
b
b :

事
は
鐵
、
石
炭
を
有
し
而
も
兩
者
相
換
近
し
て
海
岸
に
近
く
存
在
し
.運
輸
の
不
便
を 

少
な
か
、ら
し
め
た
る
等
の
事
情
あ
り
し
かV

も
> 
第
十
八
世
紀
前
半
に
全
く
振
は
ざ
々
し
當
時
に
あ
り
て
は
南
國
に： 

膠
料
の
綿
花
を
產
せ
ざ
5:
:木
柳H

業
.が
製
鐵
業
"
機
械
製
造
エ
業
き
共
に
隆
碰
を
致
さ
ん
せ
.は
夢
想
だ
に
も
せ
ざ
& 

■

r

^
 

f
o
^
前
數
世
紀
0
英
國
の
發
達
は
羊
'毛
、
毛
織
物
ビ
密
接
の
關
係
あ
り
、
第
十
八
世
紀
に
あ
り
て
も
そ
れ
に 

.

.つ
き
多
額
の
海
外
&
引
を
有
し
た
れ
r
も
、
之
に
つ
き
て
は
自
國
內
に
充
分
の
原
料
を
產
出
し
た
る
も
の
な
K
V。

馆
十
八
世
紀
後
半
の
英
國
に
於
け
る
機
械
製
造
工
業
の
發
達
ば
數
：種
：ゆ
原
因
の
結
合
：に
ょ

.

る
•

も
の

«

V

9

0

當
時
、

木
材
の
窮
乏
.

に
&

し
、
家
庭
燃
料
ど
し
て
.

石
炭
の
霄
耍
あ

b

たれ炭坑内地下水漢

« 1

0 .
た
め
石
炭
を
得
る

こ

V
J

凼
雛
な
り
し
が
た
め

"

排
水
の
：必
要
に
ょ

b

て
蒸
氣
機
關
の
發
明
を
見
た
り
。
斯
く
て
石
炭
採
掘
悬
は
大
ど
な

り

V

新
動
力
は
利
用
し
#

る
こ
ど
、
な
れ
り
然
る
に
木
炭
を
以
て
鐵
鑛
を
燦
解
す
る
の
常
な
り
し
が
、
木
材
缺
乏

.
:

の
和
め
；ー
七

.

四
〇
牟
翻
國

0

鐵
產
細
は
二
萬
七
千
三
封
噸
に
下
れ
り
.-木
炭
ヒ
代
ふ
夺
に
石
炭
を
以
て
鐵
鑛
を
熔
解

せ
ん
5

せ
ば
其
含
有
す
る
«

黄
の
た
め
に
鐵
を
»

弱
な
ら
し
む
る
を
'

以
て
使
用
し
能
は
ず
。
此
缺
點
を
據
ふ
が
た
め 

に
ダー

ビ
.

丨c
d

a
r

b
y

)
〗

家
の
.

者
は
石
炭
を
.
先
づ
»

丨
ク
ス
？
な
す
方
法
を
.，案
出
し
、
木
材
：不
足
す
る
i

鐵
鑛
を
利

用
す
S
を
可
能
な
ら
し
め
/2
9

0
一
 

七
五
o

年

頃
此
方
法
：は
•實
際
に
用
a

ら
れ
v

-石
炭
の
需
翦
を
增
加
せ
し
め
れ
ク
。
 

次
い
で一

七
八
〇
年
の
頃
に
辟
0
0
み

に

ょ

り

て

鏹

エ

業

の

最

：終

過

程

ま

で

1

ゐ
炭
ビ
機
槭
的
器
具
ざ
を
用
ふ
る
の 

可
能
な
る
：に
到
り
て
ょ
り
、
鐡
エ
業
は
嵬
に
而
目
を
一
新
し
た
り
。
同
時
に
運
河
道
路
の
建
設
改
良
せ
ら
る
る
も
の 

あ
り
て
家
庭
用
、
エ
業
;!
1

の
石
炭
の
輸
送
を
多
量
に
且
つ
赞
用
を
低
廉
な
ら
し
む
る
こ
と
、
な
れ
ぅ
。
 

m

共
鉞
へ
て
之
等
の
發
達
は
'®
*

工
業
ど
何
等
關
す
る
事
な
く
し
て
行
は
れ
得
べ
き
も
の
^
し
て
又
實
際
に
於
て

繊
維
工
業

R

於
け
る
初
期
の
.機

械

は

木

製

に

し

て

水

力

を

動

力

マ

」

し
石
炭
、
鐵
の
發
達
と
交
涉
す
る
所
な
か
り
.し
な

6

?
 

.
 

.
 

■
……

.

‘
纖

維

エ

業̂

機
械
の
用
ひ
ら
る
る
.
.に
到
り
し
は
國
內
需
'要
.の
增
加
、
海
外
大
市
場
、
之
等
の
市
場
に
供
給
せ
ん
ミ 

't

-

が
爲
め
の
勞
働
の
不
足

 

>
洛
種
め
試
み
を
行
ひ
得
る
大
資
本
の
蓄
積
、
如
何
に
し
て
世
界
各
地
市
場
に
應
す
べ 

さ

か

の
知
識
、

之

等

，の
市
場
を
利
用
す
る
の
自
由
、

事
業
の

.成
果
を
收
め
得
る
政
治
的
保
障
安
全
、
等
に
®
く
も
の 

に
し
て
、
；
鉱
十
八
世
.紀
に
あ
り
て
は
'«
英
國
の
み
之
等
の
諸
嬰
因
の
悉
ぐ
を
併
せ
有
す
る
國
家
な
ぅ
し
此
事
こ
そ
英 

國
R

最
も
単
く
產
業
革
命
を
現
出
し
た
る
理
由
に
外
な
ら
ざ
る
な
ぅ
0 

'

'
:

■

:

四 

.

一
七
八
一
一
年
，
ミ

锋

：が

蒸

氣

機

關

に

改

提

を

加

：

.

へ
て
廻
轉
運
動
を
な
さ
し
む
る
や
、
蒸
氣
機
關
は
最
早
犁
に
鑛
山 

の
地
下
水
排
出
の
み

に
：限
ら
れ
ず
し
て
總
ベ
て
の
種
類
の
：機
械
運
轉
に
用
ひ
ら
る
る
こ

y
j

、
な
れ
ぅ
。
玆
に
於
て
木 

製
機
械
に
て
は
蒸
氣
カ
の
緊
張
に
堪
え
得
ざ
る
た
め
に
鐡
製
機
械
之

R

代
る
。
鐵
製
機
械
が
木
製
機
械
に
比
し
て
有 

す
る
利
益
さ
し
て
は
、
所
要
面
檟
少
な
ぐ
且
つ
一
層
强
觀
大
規
模
ど
な
し
得
る

y

レ
共
に
、
» •

久
：力
に
富
め
る
を
以
て 

第
'

^

九
卷
：
.
...

( 

1
H六.

五)

.

.

英
國
產
梁̂

命
史一

班
.
.の_
.

說
明
，：

. 

.

.
第九魏一一七



第

十

九

卷

(

一
三
六
、六〕

英
國
商
業
眾
命
史1

,

班
の
說
闕

. 

第
，九

破

二

八

.

失
費
少
な
し
。.

木
製
機
械
は
油

^

染
み
、
織
物
を
汚
す
こ
ど
多
け
れ

r

も
此
點
に
就
.き
て
も
鐵
製
機
械
優
り
且
つ
運 

轉
遥
か

R

规
雜
的
^
し
て
製
品
產
出
高
大
な
る
等
の

，

利
益
ぁ

り

4

而
し
て
機
械
製
造
用

.V」

し
て
鐡
を
使
用
す
る

V」

共 

に
、，
，繊
維
工
業
の
石
炭
及
び
諸
機
械
蒸
氣
機
關
ぐ」

し
て
の
鐵
に
對
す
る
需
要
は
冶
金
ー
鑛
山
業
に：

史
k

刺
戟
衝
動
を
與 

へ
た
り
。
德
十
へ
世
紀
末
广
到
，つ
て
は
此
ニ
種
の
產
乘
の
關
係
極
め
て
密
接
な
る
も
の
|

り
新
木
棉
エ
場
は
機
嘯 

修
理
の
便
の
た
め
に
鐵

1

場
の
附
近

^

設
け
ら
る
る
倾
向
を
有
せ
り
。

‘

織
維
エ
業
に
就
き
て
云
へ
ば
機
械
の
採
用
は
第
十
八
世
紀
の
英
國
商
業
の
急
速
な
る
發
展
に
對
應
せ
ん
が
た
め
な 

^

::
°

國
內
に
於
て
は
新
道
路

e
運
河
ば」

一
層
良
好
の
'市
場
を
與

へ
、
富
を
增
し
た
る
英
國
民
は
大
な
る
購
貢
ヵ
を
有 

:
し
た
り
。
對
外
贸
易
は

>

« :

ら
綿
製
品
を
求
む
る
51
!

熱
帶
地
方
マ」

の
間

^

殊
に

#

ん
な
れ
^
%
、
英
國
の
織
物
は
世 

界
の
凡
ゆ
る
地
に

^

市
場

^

耵
し
、
其
製
品
は
悉
ぐ
賣
捌
§
得
る
も
の
ミ
見
て

.

可
な
る
狀

.

を
示
：し
、
植
民
地
の
發
展 

も
亦
英
國
製
品
の
髒
耍
を
增
し
織
物
の
機
: *

生
產
を
刺
戟
し
た
り
。
第
十
八
世
紀
に
於
け
る
英
國
輸
出
贸
易
發
展
の

.

「

■:
:入
}
^
へ

_
 

三
、
九
六
七
、
八
一
一
破

.1

七
、H
ハ
マ1

四
六
磅
，

の
輸
出
總
類
を
示
せ
り
。
斯
る
贸
易
の
發

M

は
人
口
少
に
し
て
職
工
を
得
る
こ

^

困
藥
な
る
時
に
當
ぅ
て
は
機
槭
採 

用
の
府
接
の
原
因
ど
な
る
も
の
な
り
。
さ
れ
ば
勞
ヵ
の
缺
乏

S

機
械
利
用
S

の
關
係
は
最
も
人
ロ
稀

»

^

苏
み
た
る 

英
國
北
部
地
方
が
最
も
早
ぐ
機
械
の
採
用
せ
ら
れ
介
る
所
な
る
に
徵
し
て
ネ
密
接
な
る
も
? )

あ
る
を
知
る
。
又

1

維

大
勢
を
見
る
に一

七
r

 

、
一
七
五

o

i

l

五
一
年

1

七
七
〇——

七
一
年

i

機
械
の
發
明
、S

用
k

就
き

て
見
れ
ば
、
一
人
の
‘織

工

を

し

て

作

業

せ

し

む

る

k

は
六

人

乃

至

八

人
の
細
工
を
喪 

す
.̂
も
-.
叙H

は
多
く 

4似
^
摩
{:
從

事

す

るを
以
て
農
事
繁
忙
の
季
節
^
は
妨

ェ

の«
乏
を
生
じ
織
^
業
は
停
'® 

に
陷
る
の
常
な
れ
ば
、此
缺
S

は
ん
と
し
て
妨
篇
械
の
發
明
に
幾
多
の
企
て
行
は
れ
、
一
七
六
七
年H

a
l
v
e
s

 

，の
妨
緖
S

蕾

名

を

附

友

る

-
J

l

,

:

s
明

を

最

初

續

い

て

A
r
k
w
r
f

 Q

所
謂l

e
r

 

I

の 

發
明
S

4
>
。

ジ
ラ
ー
T

機
は
人
力
に
よ
ぅ
て
f

る
る
.を
以
て
家
庭
內
に
て
も
用
ひ

得

れ

水

力

を

屯

ふ 

る

w
a
t
e
r

 

f
r
a
m
e

に
到
つ
て
は
多
數
の
人
々
♦か|

の
建
物
内
に
集
合
す
る
を
恶
し
、
兹
に
ェ
揚
制
度
の
發
現
を
見
た 

k

以
上
i

Q
機
械
よ
'
-
0

3

3

1

 ̂

-

1

,

機
S

明
を
生
じ
、
之
等
I

機
械
に
i

s

出
さ
る
る 

綿
絲
I

I
る
や

反
つ
そ

織
.ェ
の
缺
乏
を
營
に
到
れ
之
f

到
？

f

て
織
工

I

め
、
木
綿
工
業

家
は 

毛
織
物
織
工
を
諮
弓
し
來
り
て
線
布
を
織
ら
し
め
んV 」

し
た
れ
r
も
、同
時
に
ジ
ニ
ー
機

k
よ
6
.て
毛
織
絲
の
棄

W

ぅ
モ
ス
ゾ
ン
工
業
の
發
？

見
て
愈
，
織
工
：の
不
足
を
街
げ
た
り
。
此

缺

點

滅

分

は
I

の
發
明
に
よ
る
織
機 

に
よ
冬
救
は
れ
た
れ
C

;

.
命
ほ
織F

|
Q

缺
ャ
蓄
し
ぐ
*

織
絲
の
餘
剩
は
國
外
に
輸3

さ
れ
大
陸
^
:
木
締
工
業
を 

起
さ
し
め
て
英
國
工
業
家
の
不
安
の
念
裏
起
せ
气
一
八
0

〇
年
以
後
英
國
ェ
業
家
は
綿
布
を
織
る
動
カ
«
滅
の 

.發
明
を
切
に
S

L

、
S

.來
一
八
五
三
五
年
ま
で
に
は
綿
蓮
造
に
廣
く
動
力
機
械
の
採
用
i

る
こ

ミ

な

れ

 

匕

一
八
l

i
年
綿
布
製
造
め
S

ィ
シ\

ラ
y
ド
k

九
六
、
六
七
九
臺
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
一
七
、
五
三
一
臺
の 

®

力

織

機

會

。
之
等
多
ぐ
の
動
力
織
猶
採
用
さ
る
る
も
尙
ほ
多
數
の
手
雛
機
は
用
ひ
&

れ
居
7

。
同
年
ィ
ン
グ 

ラ
ン
ド
に
て
毛
織
物
製
造
の
動
力
織
機
は
五
千
蔓
f

f

ら

れ

、
議

物

に

千

七

墓

餘
.

其
他
の
部
旧
i

併

谘
十
九f

 

2
三
六
七〕

英
國
產
棄
命
此
一
珑
の
說
明
 

笫

I
、 

二
し



第

十

九

卷

(

ニ
ーI

六
八)

英
國
康
業
眾
命
史r

班
の
說
明 

笫

九

雛

ニ
ー
0

せ
て

®

窗
九
七
、
五
六
四
臺
に
し
で
其
大
部
分
は
締
布
織
機
な

6

し
を
知
る

0

斯
く
の
如
く
し
て
勞
ヵ
の
欠
乏
ビ
市 

場
需
要
の
增
加
ご
は

«

械
の
發

!!
1

]

、
採
用
を
刺
戟
促
進
し
れ
る
■

も
の
な
り
。

.

.:1
:(
.
,て
各
亂
の
穿
な
る
試
み
を
行
ひ
エ
場
施
設
を
な
す
^

は
多
额
の
資
本
を
必
要
マ」

す
る
も
英
國
段
は
第
十
八
曲 

,紀
中
に
急
速
k

資
本
の
蓄
W

を
な
し
た
る
結
果
、此
點
k

備
あ
{

。植
民
地
質
易
印
度
質
易
の
特
R

重
恶
な
る
は
實
に 

此
點
は
港
す
る
も
の
に
し
て
、
煙
萆
、砂
糖
，香
料
其
他
の
貨
物
を
各
植
域
地
，印
度
ょ
6

薇
ら
し
、

フ
ラ
ン
ス
と
競
a
 

て
！

n

丨
ロ
ッ
ハ
^

於
け
る
之
が
配
給
者
ど
な
A

其
取
引
^

ょ
-
^て
巨
額
の
利
?:

收
め
、
斯
ぐ
し
て
蒂
積
し
た
る
資
金
を 

炭
坑
鐵
エ
場
等
の
事
業
に
投
資
す
る
を
得
た
ぅ
。
又
鈒
行
制
度
の
組
織
備
は
ぅ
て
資
本
の
調
逢
を
容
易
に
し
、
個
人 

に
し
：て
寶
金
を
擁
す
る
も
の
は
進
ん
で
發
明
家
士
共
同
事
業
を
企
て
た
々
。
之
等
0

點
に
於
て
フ
ラ
ン
ス
の
事
#
は 

T

蒙

k

劣
れ
ち
觅
に
論
の
政
治
的
安

I全
保
障
全
ィ
し
て
人
民
は
大
屢
企
業
に
必
要
な
る
固
定
資
本
に
資
金
を 

投
す
る
を
毫
も
躊
躇
せ
ず
。
人
若
じ
フ
ラ
，シ
ス
大
革
.命
後
十
年
間
の
商
工
業
生
活
の
慘
儋
た
る
荒
廢
ど
其
囘
復
の
た 

め
に
は一

八
三
Q

年
ま
で
の
年
月
を
要
し
た
る
こ
せ
を
知
ら
ば
、
政
治
的
不
安
が
經
濟
的
迤
步
を
妨
ぐ
る
こ
-
の
如 

へ
何
に
大
な
る
パ
き
か
を
見
名
：々

し

1

又
、
、：獅
乙
に
於
け
る
產
業
的
發
達
は
資
本
の
缺
乏
、
藤
路
、
人
民
の
地
方
的
精 

神
ょ
6

生
ず
る
'企
業
心
0

缺
乏
，
两
地
關
歡
に
'ょ
る
分
立
、
內
外
市
場
の
缺
之
^

ょ
り
て
阻
此
せ
ら
れ
た
3

。
當
時 

艾
國
の
海
運
業
は
他
國
k

優
れ
、
啦 

' 
或
は
オ
ラ
ン
ダ
を
の
み
例
外
.ど
す
。
オ
ラ
ン
ダ
は
資
本
を
備
ぺ
、
優
れ
た
る 

海
運
業
を
有
し
リ
ン
ネ
ル.

H

業
を
有
し
"

；印
度
諸
岛
に
大
な
る
市
場
あ
り
且
つ
人
口
少
な
れ
ば
機
械
を
用
ふ
る
の
_
 

戟
ど
な
り
得
る
を
以
て
オ
：ラ
シ
ダ
に
1:

場
エ
業
制
度
の
'先
づ
發
生
す
べ
き
が
如
し
マ」

雖
も
、
當
時
オ
ラ
ン
ダ
の
贸
易 

は
衰
猶
し
つ
、
あ
-
^て
.生
產
增
加
の
#

な
ぐ
、
政
：治
'制
度
は
極
：端
に
須
雜
且
つ

.著
し
ぐ
地
方
的
に
し
て
、
ギ
レ
ド
太

1

J

,

}一=一-
-
一一

 

■ 

. 一一
一
一

-
.一
一
.
一
一

 

- 一.一'‘
r
p

j

.

L

F

.

E

t

l

l

i

g

l 

一-£
l
i
g
l 

'
. 

r
-
^
- 

-
£
E
l
f 

r
r 

>
r
r 

J

s

i

i

l

i

獨

占

_を1

用

し

て

機

槭

生

產

幺

訊

さ

ず

、

觅

っ

オ

ラ

ン

ダ

人

は

大

規

模

の

生

產

，に
憤
れ
ず
、
產
業
の
自
由
を
名
缺
け 

6

°

就
中
オ
ラ
ン
ダ
が
股
料
を
.獲
得
し
#

る
範
阐
極
め
て
狹
べ
し
て
、
到
底
機
械
生
產
に
原
料
を
給
す
る
能
は

ざ
b

 

し
な

^

V

o
 

,
.

 

..........

.

英
國
の
大
西
徉
に
臨
み
北

.

ョ
I

P

:
ッ
：パ
に
對
せ
る
地
理
的
位
置
は
各
地
の
市
場
に
對
す
る
に
絕
好
の
狀
態
に
あ
る

.

と
共
に
、
內
阈
水
路

"

運
河
に
ょ
り
て
» 1

内
市
場
の
範
阐

«

大
さ
る
る
に
當

6

て

は

他

の

歐

洲

諸

_

、

例

令

 

一
V

H

四

今
關
稅：

同
盟
以
前
の

*

逸
、
大
芾
命
前
の
フ
ラ
ン
ス

^

於
け
る
が
如
さ
內
國
關
桃
の
隙
壁
に
妨
げ
ら
れ
し
こ
な
し
。

エ
极
エ
業
を
行
ふ
に
必
要
な
る
勞
働
者
は
農
奴
の
如
き
土
地
に
束
縛
さ
れ
隸
屬
せ
る
者
妃
求
ひ
る
能
は
す
。
此
點
の

み̂

て
も
當
時
の
大
陸
諸
國

.

の
琪
情
は
工
場
の
锻
達
に
便
な
ら
す
。
英
國
に
於
て
は
農
奴
制
度
は
夙
に
第
十
六
^

®

に
は

S

し
，
ス
コ
ッ
ト
ラ
シ
ド
に
は
農
奴
制
度
な
け
れ
ば

"

第

十

八

世

紀

の

被

住

民

は

移

動

の

自
f

有
し

た
る
は
、ー
他
國
民
の
有
せ
ざ
り
し
所
な
り
。
ギ
ル
ド
も
亦
王
權
の
下
化
歸
し
職
業
の
撰
擇
を
妨
げ
得
す
外
國
贸
易
會

社
は

*

占
權
を
失
ひ
て
贸
易
取
^ |

の
量
に
何
等
の
制
限
を
も
課
せ
ざ
る
に
到
れ
る
な

$

。
加
ふ
る
^
家
內
エ
業
制
荧

を
以
：て
：

^

は
t

毛
織
物

H

S

旣
に
資
本
家
的

H

業
に
しV

、

英

國

民

は

大

慶

生

產

k
i

l

熟
し
多

®

多
難
な
る 

市
場
に
*
ず
べ
き
知
識
を
も
與
有
せ
彡

rr

し
て
殊
^

^

意
す
へ
き
は
^

^

_八
世
紀
に
於
て
は
工
業
原
料
の
缺
乏
を
感
ず
る
こ
i

大
に
し
て
4

英
»
兩
國
と 

も
に
^

ひ
て
，羊

毛

，
絹
絲
、
綿

、

S

麻
等
：を

蟲

の

た

め

に

求

め

ん

努

力

し

' 

西
.印
度
諸
島
、
印
度
k

於
け
る
兩 

國
の
植
K

地
爭
奪
の
背
後
の
犬
な
る
力
な
々
し
こ
ど
な
り
。
而
も
七
年
戰
爭
以
後
、
英
國
の
植
民
地
の
勢
力
愈
*
振 

張

し

、

，
海

上
^

概
權
を
得
.て
.ょ
&

多
量
の
原
料
の
供
給
の
途
を
得
.る
^

ビ
、
な
{

エ
場
制
度
の
發
達
を
刺
戟
せ
6

。

.
笫

t
九

卷

c
r
l
l
六
九)

；

英
幽
產
粱
苹
命
史

一

班
の
說
.
明 

0
^
J 

一
二
一
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笫
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英
國
糜
業
革
命
史一

珑
の
說
明

. 

第
，；

，號

二

三
 

英
佛
兩
國
の
自
阈
工
業
の
た
め
の
原
料
爭
奪
戰
は
第
十
八
世
紀
の
全
般
を
通
じ
て
行
は
れ
、

ナ
ポ
レ
オ
ン

I

ク
ラ 

:

ン
ス
木
綿
i

の
2

議に努力し？醫

f

露

に

よ

つ
5

?

麗

し

、

ス
ペ
ィ
ン

f

 

羊
_

求
め

f

°
兩
國
：の
：闘
爭
に
於
て
；市
場

を

求

め

ん

要

る

虞

に

原

料

を

も

得
ん
こ
ご

を
努
力
し
た
る

ま
、 

之
が
失
敗
は

®

內
k

廣
.

、
失
業
を
生
ず
る
^
到
る
ベ
き
を
以
て
な
之

而
し
て
羊
毛
H

S
證

I

I

史
を
有
す
れV 」、

木
綿
H

S
原
料
を
t

海
外
に
仰
ぐ
新

H

業
な
る
、に 

前
者
を
凌
ぎ
S

く
機
s

f

證
す
る
に
到
れ
5
 

S

5原
料
供
給
の
大
小
養
要
？

一

§

因
|

 

せ
へ
一
七
〇
〇
年
以
後
"
從
來
奮
民
間
に
廣
く
用
ひ
ら
れ
？

印
度
產
綿
製
品
0
輸
入
使
用
化
制
限
を
附
し
た 

る
結
果
、
國
內
I

要
に
應
ず
る
た
め
S

麻
の
綿
布
を
作
る
に
到

之

一

七
七
四
年
後
は
檢
染
綿
製
品
の
輸
入
は 

依
然
禁
北
さ
れ
た
れ
ざ
も
啊
_
產
純
綿
布
へ
使
用
許
さ
れ
た
れ
ば
、
木
綿
H

f
之
等
の
織
物
に
つ
き
会
國
の
市
場 

を
有
す
る
と
も
海
外
市
*

の

需

耍

も

增

大

し

つ

、
ぁ

{

。
此
新
需
要
に
應
ず
る
に
は
先
づ
織
絲
の
缺
2

を
€
じ
た 

れV 」

も
、
締
花
は
策
方
諸
國
、
西
印
度
諸
島
、
後
に
：は
ア
..メ
リ
力
合
衆
國
よ
り
璺
富
に
供
給
せ
ら
れ
た
れ
ば
、
木
®
 

H

梁
は
機
械
に
よ
り
て
生
產
.を
行
.ふ
に
適
當
な
る
も
の
ど
な
れ
り
。

|

七
九
〇
年
よ
6.

は
源
料
の
供
赞
映
乏
に 

よ
I

發
展
を
阻
善
さ
る
る
.如
き
こ
ど
襄
1

く
、
■

襲

握
の
後
は
綿
花
の
供
給
愈
-
豐
富
な
る
を
導
て
股
料 

不
足
の
た
め
に
機
械
の
運
轉
を
中
止
す
る
發
の
如
き
絕
無
た
る
に
^

^

3
。

§

'

-

^

X

^

0
^

^

0

0

0

^

o
 
さ
れ
ば
該M

業
こ 

於
て
工
場
制
度
が
叙
速
に
：普
及
せ
る
は

.一
八
三
〇
年
後

T

ス
ト

f

ァ
の
羊
毛
が
書
に
徹
入
さ
る
る
に
到

P
 

_
^

事̂

|

且

慕

毛

_

^

^

^
れ
易_

云
ふ
l

l

m

l

f

 

S

乏

ィ

の

不

f

感

す

る

i

に
、

一
A
 I

五

年

軍

隊

の

賣

行

は

s

s

l

i

毛
織
物
谈

機
械
を
用

i

4

し
く
經
濟
s

f
 

H

る
に
到
れ
ふ
。
木
綿
工
業
の
如
き
新
工
業
に
於
て
は
最
. 

ネ
i

機
械
に
賴
る
の
外
な
け
れW

、

羊
毛
工
業
に
は
舊
來
の
慣
習
ぁ
气
家
內
ェ
業
生
產
か
ェ
場
生
產
を
擇
ぶ 

力

の

機

業

家

は

"贫
コ
業
生
產
k
充
分
代
*̂
得
る
利
益
存
す
る
に
到
らVo

れ
ば
}
-
生̂
產
を
採
ら
ず
、

一f

設
備

"

運
用
資
金
等
め
失
費
と
其
危
險

V

且
家
內

H

業
生
產
に
於
て
家
靡
働
者
に
對
す
る
自
己
の

.

有
利

I

 

: 

立

場

を

霊

す
s

f

 

s

_

方
法
を
捨
つ
る

S

#

し
て
毛
織

S

H

I

H

S

?

は
，

.；

機
械
め
；灌

後

れ

言

。
さ

れ

贏

空

需

作
■

當

璧

ず

る

仕

事

の

延

引

不

養

等

場
T

:繁

方

逻

も

_

終

に

は

機

械

の

採

用

を

見

る

に

到

れ

.
^

;0
即

ち

一

八

二

筆

ょ

ぅ

一
八
三
五
年
に
到
る
間
に
は
一
の
作
業
場
に
多
数 

の
丰
織
機
械

I

む
る
の
倾
向
著
し
ぐ
、

I 

r

八
三
五
年
以
後
は
機
械
の
製
作

も
多
ぐ
、
多
量
の
羊
毛
は
ォ

I

ス
ト
ラ 

リ
ァ
ょ
ぅ
供
給
：さ
れ
羊
毛

i

の
方
面
に
も
動
力
機
械
急
激
に
普
及
し
、
手
織
ェ
を
膜
迫
す
る
こ
、，

」

、
な
れ
々
。

®
ぐ
し
て
木
露
織
、
羊
毛S

織

の
;*
維h

#

の
ニ
大
部
門
が
機
械
の
採
用
に
ょ
り
て
著
し
く
其
形
管
變
ず
る 

ま
で
に
は
少
ぐ
と
も
：

一

七
七
c

l
一
 
八
四
P
年
の
：七
十
年
の
歲
月
を
駆
し
ミ
。即
ち
X
場
則
.f

f
極
め
て
余
 々

に
工
業
生
S

_

l

s
達
し
た
J

の
，f

。

，
 

•
 

i

〜

丨

t

て
f

—

孤
H

5

方
面
に

.

於
て
其
變
化

k

七
十
年
の
星
霜

i

し
た
れ
ざ
、
製
鐡
業
、
機
械
製
造
業
、
炭
坑
業
の
方
面
こ 

於
け
る
變
遷
は

I

層
徐
々
た
る
も
の
に
し
て
、
其
結
果
、諸
機
械
、
蒸
氣
機
關

I

作
せ
し
ひ
る
こ

I

?

る
f

 

め
繊
維

H

業
方
面
の
機
械
生
產

f

達
を
阻
み
、
且
つ
運
輸
上
の
欠
陷
は
石
炭
使
用
を
妨
げ
：、
動
力
と
し
て
の
蒸
瓦

‘
笫
十
九
卷

.

(

ー
三
七
一〕

英
國
產
I

命
史I

班
の
說
明 

馆

九

免

ニ
ー
三
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十

九

卷

a
.

三
七
■一 
ご

;,
英
國
鹿
業
革
命
史1

趣
の
說
叨 

第

.九
雠
，

ご

.
1四

機
«

利
用
の
陣
害

^

な
作
り
。
例
令
製
鐡
業
の
發
達
は
一
七
三
〇
牟
ダ
ー
ビ
ー
一
家
の
者
が

.

石
炭
を
先
づ

n

1

ク
ス 

「

と
な
し
て
鐵
鑛
溶
解
に
用
ふ
乙
^
を
發
明
し
て
よ
り
"

N
e

f

が
熱
風
熔
鑛
爐

(

げ0

5

€

1

:

)

を
發
明
し
熔
解
^
耍
す 

:

る
石
炭
量
を
ニ
分
の
.一
以
下
に
も
減
じ
穴
る
は
一
八
三
〇
年
の
蕻
な
れ
ば
、
製
鐡
業
の
全
く
變
化
す
る
に
は
一
世
紺 

.

を
耍
せ
：
。
炭
坑
業
に
於
て
も
旣

R

一
 

七

一
1

1

年
に
坑
內
排
水
の
問
題
は
プ

T
e

w
c

o
m

を
に
よ

&

蒸
氣
機
關
を
刺
用
す

.
 

る
こ
ど
に
よ

&

T

解
決
せ
ら
れ
た
れ
ざ
も
ー
ソ

ッ
ト
の
蒸
氣
機
.關
を
用
ひ
て
石
炭
を
坑
外
に
搬
出
し
得
る
に
到
り
し 

は
第
十
八
世
紀
末
の
こ
と
な
り
。

.

又
"

.

石
炭
を
坑
ロ
ょ
り
配
給
輸
送
の
た
め

^

運
河
ま
で
運
搬
す
る
が
た
め

^

j

層 

の
阐
難
に

®

み

、

之

が

た

め

に

，
先

づ

一

七

.

六
七
年
後
は
從
來
の
木
製
に
代
へ
て
鐵
製
レ

I

ル
を
敷
設
し
、
次
い
で
蒸 

氣
機
關
を
以
て
牽
引
す
る
に
成
功
し
た
る
は
一
八一

ニ
年
の

•

頃
な
り
。
蒸
機
機
關
に
つ
き
て
も

N
e

w
c

o
m

e
n

が
ー 

七
j

〇
年
發
明
せ
る
も
：の
は
®
し
く
石
炭
を
要
し
不
經

.«
な
る
f t

め
其

後
六
十
年
以
上
も
唯
、炭
坑
の
排
水
以
外
に 

は
用
ひ
ら
れ
ず
、

}

;

七
八
ニ
年
フ
ッ
ト
に
よ
り
て
始
め
す
總
べ
て
の
種
類
の
機
糖
に
用
ひ
得
る
に
到
れ
り
。
さ-

れ
ざ

' 

•

播
練
機
械
エ

^

艺

し

く

、

ギ
ー

ル

：
ト

ン

、
ソ
ッ
ト
商
會

(

1

^

3

 o
f

 

B
o

u
l

t
o

n

 

&

ミ
择)

は
特
許
を
有
す
る
た
め
に
蒸
氣 

機
關

S

作
を

*

占
し
た
れ
ば
、

一
商
龠
の
製
造
高
を
以
て

.

は
到
底
急
速
に
英
國

T

業
の
生
產
方
法
を
變

E

せ
し
む
る 

に
.

足̂

^

且
つ
蒸
氣
機
關
自
體
が
不
完
全
に
し
て
'、
.:
■

常
に
修
理
の
不
便
め
ぅ
。
從
.て
蒸
氣
機
關
の
普
及
極
め
て
緩
漫 

に
し

v

、' :
'

;

l

八
〇
〇
年

^

到
つ
て
次
の
三
大
エ
業
中
心
地
に
於
て
僅
が

^

五
十
三
臺

"

即

ち

パ

ー

ミ

ン

ガ

ム

に

+

ー 

邀
•

•

リ

ー

ブ

に

ニ

十

臺
"

マ
ン
チ
ぶ
ス
タ
ー
に
二
士

1

臺
あ
り
し
に
過
ぎ
ず
。

一

八

一

五
年
後
、
蒸
氣
機
關
急
速
に

廣
く
他
：用
さ
る
る
に

»
れ
る
も
、
其
後
％
水
車
は
急
速
に
消
滅
ず
る

'こ
S
な
か
り
し
な
り
。
蒸
氣
機
關
の
み
な
ら

r 

按

も

^

^
械̂

,丄
|
各
し
、

^

^

.、；，
^
^
,、.永
.を
大

_ェ
|
妗

|
べ
亡
ゎ
|

チ
卜
卜

H

に

て

製

作

す

る

を

以

て

同1.

な

る

も

の

な

{
>
且

つ

高

價V」

な
り
廣
く
使
用
し
難
ぐ
、
へ
其
運
轉
本
不
完
全
に
し
て 

修

坪

を

要

す

る

こ

ど

頻

繁

な

れ

ば

機

械

の

普

及

速

か

な

6
雛

き

有

様

な

り

。

從
て
、
機
械
の
製
作
容
易
ミ
な
り
價
袼 

低
廉
i
な
ぅ
、

微
細
0

點
ま
で
正
破
を
得
て
信
賴
し
得
る
^
到
り
し
は
一
八
ニ
〇
年
機
械
製
作
器
具
の
發
明
せ
ら
れ 

し

時
に
し
て
、
其
以
後
興

械
製
作
は
一
新
し
、
機
械
の
採
用
は
著
し
き
加
速
度
を
以

て

進

め

6
。

機
械
生
產
へ
の
變
遯
の
：勢
は
實
に
斯
ぐ
の
，如
く
徐
々
た
れ
^
も
、
若
し
一
七
五
〇
年
當
時
の
英
國
ど
極
め
て
異
れ 

:
る
、
即
ち
革
命
を
經
た
る
狀
態
を
示
せ
る
時
代
を
求
む
る
S
せ
ば
恐
ら
ぐ
一
八
三
〇
丨
四
〇
年
の
時
弋
な
{
さ
云
ふ 

V
J得
べ
し
。
一
A
四
0
牟
に
到
つ
て
は
、
英
國
ぱ
農
業
國
た
ら
中
し
て
代
表
的
の
エ
業
國
ぞ
な
れ
ぅ
。
一
八
ニ
〇
年 

の
機
槭
製
作
器
具
の
發
明
は
猶
槭
の
製
造
"
使
用
を
增
加
し
、Nei 】s

o
n

の
熔
鏞
爐(hot blast)

は
鐵
の
生
產
を
低 

廉
に
し
、
機
槭
の
價
格
^
及
奶
し
ノ
且
つ
ー
.八
.ニ
五
牢
^
は
機
械
の
輸
出
許
さ
れ
た
る
た
め
需
要
の
增
加
は
機
槭
製 

造
業
を
®
な
ら
し
め
た
り
。
S
炭
の
產
出
著
し
く
增
加
し
>.I

八
一
一
九
年
の
消
費
高
三
千
萬
_
ど
詆
せ
ら
る
。

一
八 

三
五
年
に
は
旣
^
木
綿
丁
1
は
明
に
エ
場
エ
業
ど
な
り
、
羊
毛
"
リ
ン
ネ
ル
、
絹
の
諸H

業
も
次
第
に
組
織
を1

新
す 

;る
.に
：
到

：
れ

り

。
：
斯

<]

て
1
;八
三
0

四̂
〇
年
の
十
年
は
家
內
エ
業
生
產
^

»す
る
エ
場
，エ
業
制
度
の
勝
利
を
示
し
、 

新
な
る
機
械
製
造
業
、
，製
鐵
、
，炭
坑
業
等
の
狀
態
が
英
國
產
業
生
活
の
代
表
的
要
素
た
.る
.に
到
り
し
こ
ど
漸
く
明
瞭 

ビ
な
れ
り
。
產
業
革
命
せ
稱
せ
&
る
る
此
變
化
は
產
業
社
會
に
根
本
的
變
化
を
與
へ
た
れ
^
も
狹
し
て
急
激
の
飛
*
 

に
^
ら
ず
幾
多
の
階
段
を
.經
た
る
本
の
な
り
o 

’

機
械
注
產
に
發
し
て
產
業
社
會
に
與
ぺ
た
る
變
化
、
例
令
、
- X

#

機
械
生
產
に
對
す
る
手
工
業
家
內
工
業
生
產
の 

表
微
、
農
業
工
業
の
分
離
、
，都
會
の
發
達
ノ
祉
會
階
級
の
分
裂
、
大
經
營
事
業
、
巨

.

大
な
る
非
人
的
龠
社
の
發
達

*
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飲
十
九
想C

 i

1

迤
肇
命
也
一
班
の
說
明 

笫

九

號

ニ
 

X
. 

國
家
管
f

ょ
る
敎
育
の
發
達
、
最
低
標
準
決
定
の
.2

の
產
業
狀
態
統
制
等
は
第
十
九
世
S

ョ
丨,

ッ
パ
諸
國 

丨

方

て

見

る

所

な

れ

で

も

，
此

產

業

®

會
の
變

化
に
處
せ
ん
と
し
た
る
®

備
は
英

國

に

於
最

も

驻

し
‘
蓋
し
软
卜 

九
®
紀
の
5

霞

に

#

：る
產
f

s

化
が
生
じ
2

時
*
旣

装

證
f

 

£

4

し
t

这

つ
I

對 

v'
-
mを
J

出

し

犯

ひ

諸

換

は

支

_

が

機

械

生

產

の

試

練

を

受

け

幾

多

の

失

敗

に

堪

え

て

得

た

る

所
の

'經
驗
k

賴
る
を 

得

た

.る
も
の
なa

nf
t
:*
ょ
り

見
る
も\

第
十
九
世
紀
の
歐
洲
諸
國
の
經
濟
的
發
M
に
：

>J.

ひ
て
、

第
十
八

世
紀
木
の 

i 
ニ 

I年
I
第
寸
九
世
亂
初
頭
三
四
十
年
の
英
國
の
經
濟
的
發
達
"

即
ち
通
常
所
謂「

產
業
革
命」

の
時
代
の
#
こ
Ir
r
要 

な
る
意

義

あ

る

を

認

む

る

な

り

。

. 

】

ル

.り

:

,

.

.

.

. 

. 

.

.

.. 

.
 

-
;.
.

.

.
 

高

—

誠

一
0

及
の
#
は
刺
月
高
：等
龄
業
學
校
敎
授
坂
西
曲
藏
氏
が
ニ
十
一
年
間
在
職
の
記
念
/と
し
て
、
明
治
四
十
三
^
六
月
以 

來
、
今
日
に
至
る
ま
で
"
我
が
經
濟
學
界
S

表
せ
ら
れ
2

.畫

？

硏
究
ー
一
十

.一
篇
を
採
\

之
れ
§

干
の 

修
正
を
加
へ
て
、
新
た
^
刊
行
せ
ら
_れ
た
る
も
の
で
あ
る
。
其
の
內
六
篇
は
敎
授
が
刼
症
の
眼
病
に
浸
さ
れ
、
病
勢 

次
第
^
迤
み
：て
、
終
に
は
殆
ん
ざ
失
明
せ
&
る
、
に
至
リ
し
悲
慘
な
る
過
去
四
ヶ
年
間
の
听
產
て
め
る
。

靜
濟
生
活
の

.

歷

史

が

考

给

」
！

卷

中̂

收

釾

せ

ら

れ

た

る

論

稿

ニ

十

ー

篇

は

「

經

濟

生

活

發

逄

の

過

程

^

^?
濟

與

F I
1

の
精
刺」

八
篇
、「

古
代
羅
啦
及
び
中
世
獨
逸
の
土
地
大
所
有
制
度」

五
篇

|近
诋

£

業
國
の
問
題」

五
篇
、
並
び
に「

價

抵
生
活
槪

#

」

.

1
1

1

篇
.

に
: ^

た
れ
；

'

る
。
是
れ
等
の
講
論
篇
が
過
丧
に
於
て
發
表
せ
ら
れ
7 ?

る
:1
^

遮
を
现
る
こ
^
唢
速
汜

着

し

草

稿

士
 

I

篇
、「

I

大

聲
J

.

S

目
I

及
び
雜
誌
論
文
ニ
篇
で
あ
る
。
即
ち
此
の

i

中
i

i

o '

てi

も
多
さ
を
占
ひ
る
も

0
は
識
演
の
筆
錄
で
あ
る
が
、
他
の
講
演
集
に
於
て
屢
々
見
る
が
如
く
、
贅
言

長
帮
ょI

も
之

>

を
看
出
す
こ

9」

9

は
ず
し

.

て
：
；全
^
悉
く
翁
潔
無
雜
の
名
文
字
を
以
て
組
成
せ
ら
れ
て

ゐ

る

o

一

ー
十
¥

の

晋

、

.敎

授
:0「

企
業
？

に
ょ
つ
て
敎
へ
ら
る
、
所
多
か
り
し
吾
人
は
、
今
復
た
此
の
著
に
ょ
つ
て
學
'

ぶ
所
が
大
で
あ
る
。

®

た
吾
人
が
本
書
を
通

_

し
て
多
大
な
る
繼
を
感

♦

.

る
所
の
も

9

は
、
此
の
著％

敎
授
の
深
さ

^

:

究
^
大
な
る
煤
藉

の

1

f

示
3
れ
2

も0

に
過
5

る
こ
I

あ
る
。

何
す
れ
ぞ
"
敎
授
鏡
す
る
こ

5

く
し
て

、
1 

に
示
す
こ
^
の
吝
か
な
る
や
。
：

：

笫

十

九

卷(

一
三
七
五)

.:
:
坂
西
田
戡
欽
授
，蕃「

鯉
濟
生
活
り
歷
史
的
考

£
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